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令和３年度合い言葉
元気なあいさつ笑顔が一番、仲間を認め合い、地域と共に創る魅力のある学校

校長 水 野 秀 哲

生徒会書記局の皆さんが、生徒玄関に新しい

スローガンを掲示してくれました。

まさしく、その通りです！ 後ろや下ばかり

を見ずに、前を向いて明るく頑張って行きまし

ょう！

さて、今回の臨時休校やコロナ感染症にかか

わって、本校の学校医、須貝先生とお話しをし

ました。

現在皆さんが取り組んでいること＝手指のこ

まめな消毒、三密を避けるなどには、きちんと

した科学的な根拠があることを教えていただき

ました。また、「安全・安心な学校は生徒の手

でつくる」その意気込みも須貝先生に伝えまし

た。

しかし、須貝先生が最も気にかけていらっし

ゃったのは、この感染症にかかった人たちへの

思いやりのない言動や対応についてでした。

要約すると、「誰でも感染する可能性がある。

それは人間性の問題ではない。にもかかわら

ず、非難されたり、中傷されたりすることがお

こる。思いやりをもって、＜大変だったね＞と

いういたわる気持ちや、慈しむ気持ちがあって

当たり前なのに、残念でならない。」という内

容でした。

今も昔も、人間社会では、他人のことを陰で

悪く言ったり、非難したりすることがなくなり

ません。ネット社会が発達し、匿名（自分の名

前をふせて）で意見表明ができるようになっ

て、より陰湿になっているように感じます。い

じめの構造にも通じるものがあります。

人類の歴史をみても、自分と異なるものを排

除しようとする動きは、戦いの歴史として刻ま

れています。話している言葉が違う・信じてい

る宗教が違うというだけで戦いが起こり、多く

の命が失われています。そのような異なるもの

を排除しようとする構造やいじめの構造は、人

間が元来もっているものだと指摘する学者もい

ます。

けれども、私たち人間が他の動物と大きく違

っているのは、理性や知性をもって、感情や本

能をコントロールできるということです。私た

ちは、異なるものを排除しようとする気持ちを

コントロールすることができるはずなのです。

「自分がされて嫌なことは他人には絶対にし

ない」というのは、皆さんの中では当たり前に

なっているはずです。しかし、毎日のように、

相手のことを考えない、心が痛くなるような事

件が報道されます。

須貝先生は、「差別が起こるのは、ある問題

（例えば感染）が＜他人事＞だからだと思うよ

うになりました。＜自分事＞であれば、思いや

りをもてると思いますが、＜他人事＞だと自分

を正義の立場において他人を差別するようにな

る」とおっしゃっています。

まさしく、＜自分事＞になっていないのだと

思います。「心が痛い」ということ、世の中に、

それがどういうことなのか通じない人がいるこ

とは、とても残念です。皮膚を切れば傷が付い

て血が出ます。しかし、心が傷ついても目には

見えません。その傷が深かったり、沢山の血を

流すようなものであったとしても目には見えな

いのです。「心が痛い」のを感じることができ

る、思うことができるのは、まさしく＜自分事

＞としてとらえることができるからです。

さらに、SNS上でよく見聞きすることがらに、

誹謗中傷があります。名乗らずして陰湿な行為

をするのは、「卑怯」なことです。「卑怯」～最

近あまり使われない言葉ですが、

。「卑怯」とは何か。辞書で、ネットで是非

調べてみてください。

は、前号で書きました。

も、 にします。

社会に出て行く前に、豊かな学校生活をつくり

あげていきましょう。



５月11日（火）に地域貢献活動の一環で、飯

塚産業様がグラウンド整理をしてくださいまし

た。グラウンドの使用環境が整い、早速、保健

体育科の授業で使用しています。ありがとうご

ざいました。

《６月の主な教育活動》
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自分の得意・不得意を考えながら、計画的かつ継
続的に学習に取り組むことが大切です。「ローマは
一日にして成らず」です。

終日、公開しています。保護者の方のご都合のよ
い時間に参観ください。
また18日と25日の２・３時間目は高校の先生を
講師に招いて２・３年生を対象に高校説明会を開催
します。希望する保護者の方も参加できます。(一
部リモートで開催予定）

●第１回生徒総会（５月18日）

※（ ）は学年

■陸上競技部 ドリーム杯 ４/25
最優秀選手賞 菊地 珀亜（3）

■陸上競技部 春季選手権大会 ５/８
〈男子〉
１００m １位：菊地 珀亜（3） 11秒51

５位：丸山 斗空（3） 12秒01
６位：星 伶音（3） 12秒02

４００m １位：菊地 珀亜（3） 56秒05
４位：山崎 蒼太（2） 1分00秒03
６位：山崎 琉矩（2） 1分01秒77
７位：島竹 逢生（2） 1分01秒80
８位：髙浪 翔太（3） 1分01秒90

８００m １位：平田 直志（3） 2分11秒71
５位：山崎 琉矩（2） 2分20秒69

3 0 0 0 m １位：平田 直志（3）10分01秒42
4×100mR １位：丸山 斗空（3）星 伶音（3）

竹田 雄翔（2）菊地 珀亜（3）
46秒61

砲丸投げ ６位：相馬 陽斗（3）7ｍ80
７位：長久保公甫（3）7ｍ36

〈女子〉
１００m ７位：合田 苺花（3） 13秒73
２００m ２位：合田 苺花（3） 28秒56
4×100mR ３位：門真 陽奈 (2）合田 苺花（3）

神田 琉音 (2）関 美結（2）
56秒09

■バスケ部 春季大会 ４/29、５/１
男子：優勝
対大楽毛中104-15○ 対標茶中 91-33○
対桜が丘中 55-46○ 対青陵中 65-60○

女子：優勝
対幣舞中101-22○ 対鳥取中 70-15○
対景雲中 90-46○

■バレー部 教育長杯 ５/９
第３位
対幣 舞２-０○ 対白糠・庶路 ２-０○
対景雲中０-２●

■サッカー部 釧新旗杯 ５/９
対鳥取西中７-０○

学校生活の一コマ

密を回避するため、急遽、リモート形式で実施。
臨時休業明け５月１３日の学級活動冒頭の校長講
話もリモートで実施し、学校の今後のコロナ予防の
取組や生徒も自分たちで考えて安全・安心な学校づ
くりを期待することなどについて話をしました。


